
高信頼組込
みソフトウェ
アを従来の
1/5のコスト・
期間で開発

大規模ソフトウェア生産の信頼
性を大幅に向上

経験的知識
を活かした高
信頼・高生産
性ソフトウェ
ア開発支援
環境を実現

高信頼な構
造化文書の
開発コストを
大幅に削減

高信頼
WebWareを従
来の1/5のコ
ストで開発

• 収集した100億強のWeb情報
を平均して1ヶ月以内の新しい
ものに保持

• データベースの壊滅的な障害
を従来より１桁早い処理時間
で自己修復 等

雑音がある中、マイク
距離が１ｍ程度離れ
た場所からでも、1文
程度の発声だけでコ
ンピュータが人間の
正確な言葉を認識

高い生産性を持つ高信頼ソフトウェア作成技術の開発

高信頼組込み
ソフトウェア
構築技術

プログラム自
動解析に基づ
く高信頼ソフト
ウェアシステム
の構築技術

データ収集に基
づくソフトウェア

開発
支援システム

高信頼構造
化文書変換

技術

高信頼
WebWareの
生成技術

型理論に基づ
くプログラミン
グ言 語の高
信頼化技術と，
複数言語にま
たがるソフト
ウェアの静的
解析技術

型理論に基づ
くプログラミン
グ言 語の高
信頼化技術と，
複数言語にま
たがるソフト
ウェアの静的
解析技術

過去のソフトウェ
ア開発状況に関
する定量データ
を収集・分析し、
高信頼ソフトウェ
ア の 開 発 に
フィードバックす
る技術

過去のソフトウェ
ア開発状況に関
する定量データ
を収集・分析し、
高信頼ソフトウェ
ア の 開 発 に
フィードバックす
る技術

体系的に高
信頼で操作
性の高い構
造化文書の
作成、変換
技術

体系的に高
信頼で操作
性の高い構
造化文書の
作成、変換
技術

高信頼
WebWare（コン
テンツ、プログ
ラム等）の自
動 生成技 術

高信頼
WebWare（コン
テンツ、プログ
ラム等）の自
動 生成技 術

記憶容量や計
算速度等の制
約が大きい場
合でも、その制
約にあわせて
組込みソフト
ウェアを自動生
成する技術

記憶容量や計
算速度等の制
約が大きい場
合でも、その制
約にあわせて
組込みソフト
ウェアを自動生
成する技術

北陸先端大
片山卓也教授

東北大
大堀淳教授

奈良先端大
鳥居宏次教授

東京大
武市正人教授

名古屋大
阿草清滋教授

安全なシステ
ム記述言語

および
高信頼OS
記述言語

東京大
米澤明憲教授

C系言語の安
全なコード生
成技術と、静
的型付アセン
ブリ言語によ
る高信頼OS
開発技術

C系言語の安
全なコード生
成技術と、静
的型付アセン
ブリ言語によ
る高信頼OS
開発技術

情報の高信頼蓄積・検索
技術等の開発

プロジェクトリーダー：片山卓也教授（北陸先端大学） プロジェクトリーダー：村岡洋一教授（早稲田大学）

インターネット
上の知識集約
を可能にする
プラットフォー
ム構築技術

早稲田大
村岡洋一教授

先進的な
ストレージ
技術および
Web解析
技術

東京大
喜連川優教授

全世界の膨
大なWeb情報
の中から最
新のものを自
動的に収集・
検索する
技術

全世界の膨
大なWeb情報
の中から最
新のものを自
動的に収集・
検索する
技術

自己管理を可
能とするスト
レージ、個々
のWeb情報の
関連性と時系
列変化を解析
する技術

自己管理を可
能とするスト
レージ、個々
のWeb情報の
関連性と時系
列変化を解析
する技術

ユーザ負担のない
話者・環境適応性を
実現する自然な

音声対話処理技術

奈良先端大
鹿野清宏教授

街中等、雑音がある
現実的な状況で、人
間の言葉だけをコン
ピュータに識別・理解
させる技術

街中等、雑音がある
現実的な状況で、人
間の言葉だけをコン
ピュータに識別・理解
させる技術

研究開発の目的：世界最高水準の高度情報通信システム形成のための鍵となる基盤ソフトウ
ェアを開発し、いつでもどこでも誰でも安心して参加できるIT社会を構築

研究開発の趣旨及び効果：産業界からのニーズに基づき、大学等が持つ研究ポテンシャル、
人材養成機能を最大限活用し、社会の基盤となるソフトウェアの研究開発と研究者養成を一
体的に推進することにより、社会基盤ソフトウェアに関わる新たな市場創出が期待される。

平成１９年度予算額 ６７１百万円
（平成１８年度予算額 ９０５百万円）

平成１５年度～平成１９年度
e-Society基盤ソフトウェアの総合開発
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